3 バス 座席 2 シー ト 利 用 ! 寛 ぎの 温泉 宿 で 紅葉 名 所 めぐ り | 6AEC5Pe0| 
佳 き 奏 ・ 今 昔 亭 と 四季 彩 一 力 で 鼻 ぐ |60|mwlscecewe| 
紅葉 の 旅 ・ 交 桶 山 か ら 会 津 ・ 大 内 宿 me 


| ー+HV み テコ | 


YK 代金 は 人 お ひと り 和 9 


| 時 日 | 出発 地 | 3 人 1 琶 。 | 2 人 1 | 1 全 | 
| 117.000 円 120.000 円 142.000 円 
二丈 145.000 円 148.000 円 170.000 円 


同 募 集 コ ー ス で す 。 泊 秒 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 放 昌 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
バス 会 社 : 会 津 生 合 邊 動車 また は 福島 交通 ※ 部 屋 タイ ブ : 和室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つ 
いて は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


E 


行程 ー バ ス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


ー 紅 葉 の 安達 太良 山 ( 山 妥 を 染め る 赤い 織 条 、 コッ ドラ 利用 で 名 宙 子 が 朋 し た * ほ 
ん と の 空 ' 展 包 ) 会 津 東山 温泉 料理 旅館 今昔 亭 (チェ ッ ク イ ン ) つ 希望 者 は 


鈴 ヶ 城 ライ ト ア ッ プ 塔 の へ つり 


ライ トップ きたな 上 た 基 で 剛 は 上 し ませ ん フク 同 ホ 
(季節 の 食材 を 利用 し 、 料 理 人 た ち が 腕 を 振る う 料 理 が 自慢 。 渓流 を 眺め な 

が ら 良 質 の 温泉 を 楽し む ) 

午前 : 宿 一 会 津 若松 (白虎 隊 自 決 の 地 ・ 飯 盛山 や 重要 文化 財 ・ 会 澤 さ ざ え 堂 ) ふ 五 

色 沼 の 一 つ 昆 沙門 沼 一 中 津川 渓谷 ( 宮 刺 欄 随 一 の 紅葉 名 所 ) 一 磐 欄 吾朗 レー ク 

ライ ン (紅葉 ドラ イブ ) … 天 鏡 凍 定 重要 文化 財 ) > 夕刻 : 骨 税 調 海 温泉 ・ 


季 
節 
を 
愛 
で 
る 
旅 


四季 彩 一 力 泊 (創業 100 年 の 考 半 旅 館 。 伝統 と モダ ン が 織り な す 風 早 、 四 季 そ れ ぞ 四季 彩 一 力 外観 料理 旅館 今昔 亭 食事 
れ を 感じ られ る 日 本 旗 国 と 天 誠 温 泉 で 克 ぐ 、 和 廊 全席 劉 ) 
午前 : 宿 西 若松 駅 = 会 津 鉄道 [ロー カル 線 の た び ・ 慢 紅葉 時 期 に 佳 き 宿 宿 泊 で 、 安 達 太 良 山 か ら 磐 粒 山 ・ 
駅 ( 衝 如 を 誘う 革 食 の 駅 人 -> 大 内 宿 ( 秋 を 感じ る 有 3 
ッ プ ガー 増 の へ つり ( 穫 来 名 吾 盤 穫 、 会 津 か ら 大 内 宿 、 培 の へ つり と バス 座席 2 
ESOS | シー ト 利 用 で この 時 期 だ け の 紅葉 名 所 周遊 の 旅 。 会 
を 津 鉄道 に て 各駅 停車 の ロー カル 線 旅情 も 体験 し ます 。 
ひ 
5 
旅 上 沼津 御用 邸 や 河口 湖 ・ 久 保田 一 竹 記念 館 か ら 紅葉 の 軽井沢 へ 電 載 No nAEH5P10 | 
ーー ュ es 
伝統 の クラ シッ ク ホ テル に 泊まる 6CEH5P10 
し 最少 催行 人 
富士 屋 ホ テル 『 花 御 典 』 と 万 平 ホテ ル 『 ウ スイ 館 』 
楽 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 接 ) 
| 出先 | 出発 地 
= 19H27B 159, 000 有 209,000 円 
講 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の : 集 コ ー ス で す 。 泊 乗 計 は 初日 三島 駅 か 
ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 富士 急行 
過 パス 、 伊 条 、 公 交 肖 、 閣 バ ス 、 グ リー シ 
同 人 0 の いずれ か ※ 部 時 タイプ: 洋 守 ※ 名 古着 に つい て 軽井沢 
行 ) は P59 を ご 参照 さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 の 
行程 コバ ス っ 航空 険 … 徒 歩 = 列車 て 角 せる の 他 
1 沼津 御用 邸 記念 公園 ( 酸 の 香り する 皇室 ゆか り の 郭 宅 ) つ 午後 箱根 宮ノ下 人 ST 
つ 当 公 皇室 ゆか っ 宮ノ下 ・ の 著 開 荘 会 席料 理 の > ニン グル ー 
0 富士 屋 ホテ ル 泊 ( 花 御 股 の ヒス トリ ッ ク デ ラッ クス ツイ ン に 宿泊 、140 年 の 放 0 8522 の 
0 史 に 級 れ る ミュ ー ジ アム 、 別 株 の 旧 宮 ノ 下 御用 記 「 区 大 」 に て 季節 の 会 有理 
名 夕食 、 フ ォ レ スト ・ ウ ィング の 半 征 天 風呂 付き の スパ の 邊 ぎ ) ここ が オス ス メ ! 
城 和 益 洒 晴 時 ・ 久 保田 全 記 人 (- 和 辻 が 民 示 、 宣 の 秋 め ) 人 ヶ 
岳山 林 ・ 美 し の 森 (南ア ルプ ス や 八ヶ岳 の 大 展望 ) ユタ 刻 : 軽 井沢 万 平 ホテ ル 団 日 本 クラ シッ ク ホ テル の 会 加盟 9 ホテ ル の 内 の 2 つ 
ーー 泊 (カラ マ 囲ま れ た 伝統 の ホテ ル 、 伝 統 と 新 し さ が 融合 する ウス イ 館 に 窒 泊 、 に 宿泊 。 富士 屋 ホ テル で は フラ ワー バレ ス と 呼ば れ 、 
メイ シダ イニ ング で フレ シ チ フ ル ロ ヨー スタ 人 部 屋 に 温泉 が ひか れ た 「 花 件 」、 万平 ホキ テル で は 
円 午前 : 宿 ・ 旧 軽井沢 ロー タ リー 地元 案内 人 と 散策 … 紅 葉 の 時 場 池 > 富加 ワン ラン ク 上 の 「 ウ ス 1 館 」 宿泊 を 確 交 。 
製糸 場 (世界 追 産 、 明 治 5 年 に 邊 て られ た 官営 の 模 節 工場 を スタ ッ フ の 案内 で 見 学 ) 
レラ: 一 二岡 (上 州 名物 こん に やく 会 岳 賠 昼食 ) 還 沼津 と 箱根 宮ノ下 、 2 つの 趣き ある 旧 御用 邸 を 訪ね 
) し 還 aM 
ク 
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